





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































うに命じる表現であるが、禁止・希望・勧誘などの意味で用いられる場合がある。希望・勧誘の表現として用いる場合は、他 柔 かい消極的な表現形式を用 る。　　
窓を開けてくれ。
︵指示・命令表現︶
　　
窓を開けてほしい。
︵希望表現︶
　　
窓を開けてもらえませんか。
︵依頼表現︶
　
相手の抵抗感を避けて、命令の意図を達成するために「希望」
「依頼」
の
表
現
に
し
て、
円
滑
に
命
令
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る。
「た
く
さ
ん
食
べ
な
さ
い
」「も
っ
と
食
べ
て
い
き
な
さ
い
」
と
指
示・
命
令
表
現
を
用
い
ても相手のためにプラス︵利益︶になる場合は、話し手から見て相手が上位者でない限り、指示・命令表現を用いて相手に不快感を与えることはない。　
ま
た、
丁
寧
な
指
示・
命
令
表
現
と
し
て
「て
も
ら
え
」「て
も
ら
え
な
い
か
」
という形も採取できた。　　
 「俺はもう次官じゃないんだから、
憲兵は要らんな。
遠慮してもらえ」
と藤田に命じ
その憲兵を原隊へ追い返してしまった。
︵阿川弘之
﹃山
本五十六﹄三〇頁︶
　　
 堀悌吉はこの時未だ健在で、発表の寸前にこれを知り、さる筋を通し
て、
「出
す
の
を
や
め
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
朝
日
に
差
止
め
を
望
ん
で
来
たが、
︵阿川弘之﹃山本五十六﹄二一一頁︶
　
こ
こ
で
は
、
恩
恵
を
受
け
る
表
現
と
し
て
丁
寧
な
指
示
・
命
令
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
四―三
　
平成期の「指示・命令表現」
　
平
成
期
に
は「～
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」「～
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
依
頼表現が多用されるようになった。この「～させていただいてもよろしいでしょうか」
が、
指示
・
命令表現の代用として用いられるようになった。
　
例：
︵看護師↓患者︶
「ここに横になっていただいてもよろしいでしょ
うか。
」「横にさせていただいてもよろしいでしょうか。
」
　
実
際
は、
「こ
こ
に
横
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
指
示・
命
令
表
現
と
な
る
ところを、相手がその行動をとるように許可を求める表現にして、柔ら
－97－
かい表現に見せている。看護師は患者に「許可求め表現」を用いているが、実際には患者に、横になるかならないかという選択肢はない。この表現は明らか
「ここに横になってください」
と指示しているのである。
それを、相手に、それを行う「許可」を求めるという表現にしているのである。例：
︵医者↓患者︶手を上げてもらえますか。
「手をあげてくだ
さい」という指示命令の意と同じであるが、依頼表現にして相手との関係を緩和して ると見られる。このよ な表現は、江戸期、明治期、大正期には見られなかった。現在平成期では
「～もらえませんか」
「～も
らいたいんですが」
「～ていただけませんか」
「～ていただきたいんです
が」などの表現を用いる場合が多い。
五
　
分析結果と考察
　
調査の結果、指示
・
命令表現に関しては、次のことが明らかになった。
　︵一︶
 ど
の
時
代︵江
戸
期
か
ら
平
成
期
︶
で
あ
っ
て
も、
命
令
表
現
を
依
頼
表
現にして丁寧さを表しているが、平成期に近づ
くに従って、婉曲
表
現︵～
さ
せ
て
く
だ
さ
い。
～
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す。
︶
等
が
多
用
さ
れるようになった。
　︵二︶
 「て
く
だ
さ
れ
」「お
～
く
だ
さ
れ
」
は
明
治
期
の
初
期
に
見
ら
れ
る
が、
現在用いられている「～てください」は明治期に入ってから用いられることが多くなった。
　︵三︶
 「くりやれ」
「てくりよ」
等の表現は江戸期のみに見られる表現で、
B
row
n ︵江戸後期︶
と
Satow ︵明治期︶
の資料、
﹃安愚楽鍋﹄
︵明治期︶
でも「くれよ」となっている。
　︵四︶
 江戸期の研究では、命令形の命令語尾は、関西系が「よ」
、関東
系が「ろ」になる傾向があると言われているが、明治期でもそれを確認することができた。
　︵五︶
 外国人資料から推し量ると、江戸期後期から明治期へは、
「なさ
い
系
」
か
ら「く
だ
さ
い
系
」「～
が
い
い
系
」
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
と
みることができる。
　︵六︶明治期には、
「てくれい」から「てくれろ」に移行している。
　︵七︶
 昭和期に入り、
「
～していただきたい」という表現が用いられる
ようになった。
　︵八︶日本語の命令形には、丁寧さのレベルがある。　　
 ︵指示・命令表現︶
「あっちへ行け」
「あっちへ行きな」
「あっちへ
行
け
よ
」「あ
っ
ち
へ
行
っ
た
」「あ
っ
ち
へ
行
き
た
ま
え
」「あ
っ
ち
へ
行
きなさい」
　　　
︵希望表現︶
「あっちへ行ってほしい」
　　
︵依頼表現︶
「あっちへ行っていただけますか」
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